
２０２５年度

適性検査型入学試験Ⅱ

1 問題は 1 から 3 までで、２１ページにわたって印刷してあります。

２ 試験時間は４５分で、終わりは午前１０時５０分です。

３ 声を出して読んではいけません。

４ 計算が必要なときは、この問題用紙の余白を利用しなさい。

５ 答えは全て解答用紙に明確に記入し、解答用紙だけを提出しなさい。

６ 答えを直すときは、きれいに消してから、新しい答えを書きなさい。

７ 受験番号と氏名を解答用紙の決められたらんに記入しなさい。
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先 生 質問②

花 子

太 郎

花 子 質問②

質問②
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このページには問題は印刷されていません。
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２ 太郎さんと花子さんが、社会の授業で壁新聞を作って、学校の廊下に掲示する
かべしんぶん ろう か けい じ

ことになり、先生に相談しています。

花 子：壁新聞のテーマを「災害」にしようと思っています。

太 郎：小学校の高学年になってから、災害のニュースを何度も聞いたよね。

先 生：その通りだね。でも日本はもともと災害が多い国だからね。

花 子：まずは災害が多い理由をまとめてみようよ。

太 郎：台風がくることかな。大雨によって災害がおこっているよ。

先 生：日本は台風の進路になっているから。南からまっすぐ北上してきた台風が、

急に進路を変えて日本列島を 縦 断するケースは 珍 しくないからね。
じゅうだん めずら

花 子：それから梅雨の時期にも雨が多いね。
つ ゆ

太 郎：花子さん、秋も意外と雨が多いみたいだよ。図１を見るとよくわかるよ。

図１ 東京における月ごとの総降水 量
こうすいりょう

（気 象 庁 ホームページより）
き しょうちょう

花 子：本当だ。東京では９月から１１月の降水量が梅雨の時期より多い年が少なく

ないのね。

先 生：こうやって調べていくと、新しい発見があって勉強になるね。

花 子：地震が多いことも災害につながっています。日本は地震が多い国だけど、そ

の原因をわかりやすく説明するために、いくつか図を入れようと思っている

のだけれど、太郎さんはどう思う。

太 郎：そうだね。まずは世界で発生した地震について地図（図２）を使おう。
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図２ 世界で発生した地震の震央分布（２０１４年～２０２３年）
しんおう

（気象庁ホームページより）

花 子：日本とその周辺の海は、世界の中でも地震が多いことがはっきりわかったね。

先 生：印が集中して赤くなっている部分はどんな場所なのか、考えてみようか。

太 郎：プレートの境目ですね。

花 子：本当だ。よく見ると、日本にはプレートの境目がいくつかあるのね。

先 生：そうそう、日本に地震が多い理由がわかったかな。

太 郎：そうしたら、日本の周辺で発生した地震についてくわしく調べて見てみよう。
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図３ １０年間の地震発生 状 況 （２０１４年～２０２３年・震度５以上）
じょうきょう

＜地震の大きさ＝マグニチュード＞

＜震源の深さ＞
しんげん

（気象庁 震度データベースより作成）

花 子：地震は東日本では太平洋側に集中しているようだけど、内陸部でも大きな地

震が発生しているみたい。

先 生：花子さん、いいところに気付いたね。先生からも１つ資料を提 供 しよう。
ていきょう

これで、日本に地震が多い理由が説明できると思うよ。
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図４ 主要活断層の分布
かつだんそう

Ｓランク(高い)… 30 年以内の地震発生確率が３％以上

Ａランク(やや高い)… 30 年以内の地震発生確率が 0.1 ～３％未満

（地震調査研究本部 ホームページより作成）

太 郎：先生、活断層とは何ですか。

先 生：まず断層から説明しよう。断層とはプレートが周囲から押され負荷がかかる
お ふ か

ことで生じる地盤のずれのことだよ。活断層は長期にわたって活動をくり
じ ばん

返し、今後も活動し続けることが予測される断層のことなんだ。

太 郎：日本には活断層がこんなにたくさんあり、その活断層が活動すると地震が発

生するというしくみですね。

花 子：プレートと活断層の２つがキーワードになるね。日本で地震が多いことの説

明がうまくまとまりそうな気がする。

太 郎：日本では地震が発生することを想定しなくてはいけないね。

先 生：太郎さん、その通りだね。

花 子：地震が多い地域とほとんど起こらない地域とでどんな違いがあるか、調べ
ち いき ちが

てみることにします。
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それから２日たった日の放課後、また２人は壁新聞について話し合いをしました。

花 子：太郎さん、おもしろい資料を見つけたよ。図５のように地震がない地域では

建物の構造が変わってくるみたい。

先 生：花子さん、よく調べたね。とてもわかりや 図５ フランスの高速道路

すい資料だよ。日本では１９９５年の阪神

大震災のときに高速道路の一部が倒壊して
だいしんさい とうかい

しまったからね。２０００年には法律が改
ほうりつ

正されて、建物の耐震基準が厳しくなった
たいしん きび

んだよ。

太 郎：でも先生、日本でこの先地震が発生しない

というわけではないですよね。

先 生：確かにそうだね。むしろいつ地震が発生す

るのかわからない状態にあるということだ

ね。

花 子：①地震の発生とその被害に備えるための対
ひ がい つい

策が必要ということですね。 （国土技術研究センター
さく

ホームページより）

〔問題１〕下線部①に関連して、日本では地震がおこることを想定して、図６のよう

にビルやマンションの建築の際に工夫が必要とされる。このうち「免震」
く ふう めんしん

構造のメリットとデメリットとして考えられることを説明しなさい。

図６ 地震に対応するための構造

［ 耐震 ］ ［ 免震 ］ ［ 制震 ］
せいしん

（ THK 免震 Web サイトより ）
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先 生：二人とも、その調子で社会の授業で学んだことを生かしていこう。

太 郎：日本の災害というと、他には土砂災害も多く発生しているよね。その数を
ど しゃ

まとめた資料を見つけました。

図７ 土砂災害発生件数の推移
すい い

（国土交通省資料より）

先 生：太郎さん、おもしろい資料だね。

花 子：先生、土砂災害が少しずつ増えているということですね。

太 郎：そうなんだ。１年間で１，０００件を越える土砂災害が起こっていることに
こ

驚 いたよ。ニュースの映像で何度か見たことがあるけど、まさかこんなに
おどろ えいぞう

数が多いとは思わなかった。

花 子：なぜこんなに災害が起こっているのか、その原因も考えたいね。

花子さんと太郎さんは協力して、資料を集めてきました。

太 郎：いくつか資料を集めてみたけど、参考になるかな。
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図８ １時間あたりの降水量が５０ミリ以上の年間発生回数

（国土交通省 水害レポート２０２３より）

図９ 日本の年平均気温偏差
へん さ

：各年の平均気温の基 準 値からの偏差
き じゅん

：偏差の５年移動平均値 ：長期変化傾向
へいきん けいこう

※ 1991 〜 2020 年の 30 年平均値を基準値とする

（気象庁ホームページより）
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花 子：日本の気温はこの１００年で１.４度 上 昇 しているのね。
じょうしょう

太 郎：夏休みを思い出すと、午後から急に激しい雨が降ってきて、建物や駅の中
はげ ふ

で雨宿りをしたことが何度もあったな。でも３０分程度で雨が止んでもとの
や

暑さに戻るんだよね。
もど

花 子：プールの授業もできなかった日があったよね。

先 生：太郎さんの集めてくれた資料から土砂災害が増えているヒントが得られると

思うよ。

花 子：この前話していた地震と同じように、②土砂災害に対する対策も必要という

ことだね。

太 郎：それそれ。どんな対策が必要か、具体的に考えてみようよ。

〔問題２〕下線部②に関連して、土砂災害を防ぐために国や地方自治体ができること、

またそこに住む人々が身を守るためにできることがある。図１０の町でそれ

ぞれができることを具体的に説明しなさい。

図１０ ある町の様子

花 子：これだけ自然環 境 が変化すると、災害にはつながらなくても私たちの生活
かんきょう

に何かしら影 響 が出ていると思います。
えいきょう

先 生：そうだね。それがわかる資料があるかな。

太 郎：先生、資料を見つけました。
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図１１ りんごの生産に適した地域

（環境省資料より）

花 子：この資料は何を意味しているの。

太 郎：りんごの生産というと青森県を思い出すけど、実は今日本各地で生産できて

いる。ところが気温が上がっていくと・・・。

花 子：りんごが生産できる場所が減ってしまう。

先 生：二人ともここまで良くがんばったね。

太 郎：ありがとうございます。災害も心配だけど、③農作物のことも心配になって

きました。

花 子：それについては、社会の時間に皆で話し合いをしたいと思っています。
みな

〔問題３〕下線部③の「農作物」について、図９のように気温が上昇することによっ

て農作物にどのような変化がおこると考えられるか。図１１を参考に生産者

・消費者それぞれの立場で説明しなさい。
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このページには問題は印刷されていません。
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図２ ア カ

ア カ

ア ウ エ カ

実験１ 表１
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花 子

太 郎

花 子

先 生 実験１

ア カ キ シ 実験１

実験２

実験２ 表２
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キ ク ケ コ サ シ 

太 郎

花 子 イ ウ ク ケ

太 郎
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先 生

イ

太 郎 ク

先 生

太 郎

表１ 表２

ス セ

ス セ

ス セ

表１ 表２

花 子

先 生 図３

太 郎

先 生

図３  
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花 子 Ａ Ｂ

太 郎 Ｄ Ｅ

先 生
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花 子

実験 1 ３

太 郎

花 子
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Ｇ 実験３

Ｃ Ｆ Ｇ

Ａ Ｃ Ｅ
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